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合意形成の進め方 
 
石西礁湖の自然再生を実現するためには官民を問わず多様な主体の参加と連携が不可欠

であり、積極的な情報公開と意見集約につとめ、合意を得ながら進めていく。 
 
１．情報公開と意見集約 
１） ホームページの作成・公開（年内） 

国際サンゴ礁研究・モニタリングセンターのホームページに、自然再生推進計画調

査のホームページを開設し、現在暫定公開中。今回の検討結果を更新の後、記者発表

を行い、ホームページ上で締め切りを設けて意見募集。意見や質問にはホームページ

上でまとめて回答。 
２） 意見交換会の開催（平成 16年 3月） 
地域住民向けの意見交換会を国際サンゴ礁研究・モニタリングセンターで平日夜と

休日に開催。また、これとは別に八重山漁業協同組合、八重山ダイビング協会におい

ても実施。さらに、ホームページや新聞紙上で意見交換会開催希望を受け付ける。 
意見交換会の際には意見書・アンケート用紙を配布し、終了後回収。 

 
２．合意形成 
１） ワークショップの開催（平成 16年 4月～9月） 
石西礁湖自然再生推進計画のうち、適正な利用や表土流出対策については、各関係

者の合意はもとより、当事者として主体的に参画してもらうことが必要であることか

ら、ワークショップ形式での意見集約・合意形成を関係行政機関とともに進めていく。

（この場合は、第 3者的立場にたつファシリテーターの存在が不可欠） 
２） 説明会の開催（平成 16年 7月） 
石西礁湖自然再生推進計画のうち、環境省をはじめとする行政機関が実施する事項

について説明会を開催する。 
３） パブリックコメントの実施（平成 16年 11月） 
石西礁湖自然再生推進計画案をホームページ上と国際サンゴ礁研究・モニタリング

センターで実施。 
 


